
神戸国際大学

提出日 年 1 月 12 日

【参加者A】

※学生から承諾を得たうえで、当報告書の記入内容を掲載しています。

17 日8

セメスター留学

国際文化ビジネス・観光 学科

4.　留学経験を今後、どのように
　　活かしますか

5.　自由記述

1.　留学した理由、目的・目標

留学先大学名

月　留学期間 西暦 2023

私がこの留学を決めた理由としては海外での生活を体験してみたかったからです。また、英語を使った仕事にも
興味があったため、今までは旅行や1ヶ月という短期の海外生活しか経験をしたことがなかったのですが、一人で
少し長い期間、異国の地で生活をしてみたいと感じ、この留学プログラムに応募しました。この留学では英語を学
ぶことはもちろんのこと、ハワイでしかできない経験をして帰国したいという目標を元に留学生活を送っていまし
た。

授業は英語を母国語としない人たちが受講する授業を受けていました。私が留学したカレッジには大学への編入
希望者もいるため、編入対策やプレイスメントテスト対策の英語を中心に学びました。授業終わりや休日にはカ
フェやショッピングに行ったり、ハイキングをしたりし、ハワイでしかできない体験もすることができました。授業の
内容でもハワイの歴史や文化に触れたりすることができたため、授業を受けなければ知らなかったことも知ること
ができました。

このハワイ留学を通し、学業の面で語学の勉強法の学びがありました。新たなことを学び、それを実際に使用して
みて先生だけでなく、クラスメイトからのフィードバックをもらい訂正した使用法を学ぶという繰り返しが授業内で行
われているということに驚きました。日本では予習復習は授業外で行い、授業中はインプットの時間が多いのだと
いうことに気がつきました。生活の面では朝活をする人が多いのだということを感じました。海外では朝から活動を
する人が多いということは知っていましたが、ハワイならではのサーフィンを朝からしている人もたくさんいるという
ことを知りました。また、ハワイでしかできない経験をするという目標に対して、限りある時間の中では最大限に達
成できたと感じています。その土地でしかできない体験や食文化に触れることができ、とても良い経験になりまし
た。

この留学を通し、より視野を広げてみようと感じました。日本の中で生活をしていると日本の基準が当たり前と思
い込んでしまいがちですが、国が変わると法律や言葉、生活スタイルなどが変わることにより、その国の人間性も
変わるのだと実感しました。人生の選択肢や人間関係、学びの方法においてより視野を広げて考えてみても良い
のだと思うと同時に、今いる環境が当たり前とは限らないのだと実感しました。また、今後海外に住む機会があっ
た時の生活にもこの留学体験を活かしていけるのかなと感じました。

【TOEICスコア】
留学前：435
留学後：450

カピオラニコミュニティカレッジ
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3.　留学の成果
　　　・目標の達成度
　　　・新しく発見したこと
　　　・新しく感じたこと　　　など
　

年 12 月年

2.　現地での活動内容
　　（授業や生活面など）
　

留学先
（国・地域）

アメリカ・ハワイ

132 日 2023

プログラム名

所属 経済 学部
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海外留学プログラム／グローバルキャンパス（GC）体験プログラム 

参加者へのアンケート内容（参加前/参加後共通） 

 

回答者は以下の各項目について、それぞれ 1～5のいずれかを選び回答する。  

                                                    

1. 全くあてはまらない      4. だいたいあてはまる 

2. あまりあてはまらない     5. よくあてはまる 

3. どちらでもない         

 

 

1. あなたが学習しようとしている言語の能力についてお伺いします。 

 学習する言語の全体的なコミュニケーション能力に自信がある。 

 特にリスニングの（聞く）能力に自信がある。 

 特にスピーキングの（話す）能力に自信がある。 

 特にライティングの（書く）能力に自信がある。 

 特にリーディングの（読む）能力に自信がある。 

 

2. あなたが思う自分に対する能力や自信についてお伺いします。 

 研修を受ける国や社会に関する知識を持ち、情報の収集ができている。 

 受講するプログラムの目的を理解している。 

 グローバルシーンにおいて実践的に学習中の言語を使うことができる。 

 ライティング（文書作成、理論的思考）の基本を身につけている。 

 学習中の言語で質疑応答に対応できるノウハウを身につけている。 

 グローバルシーンにおける対人関係（リーダーシップ、 

チーム形成、問題解決を含む）を構築することができる。 

 グローバルシーンに通用する国際感覚を身につけている。 

 グローバルシーンにおいて交渉力を身につけている。 

 これからの就職活動について自信がある。 

 与えられた仕事に責任を持つことができる。 

 

3. あなたの異文化に対する態度や意見についてお伺いします。 

 自国とは異なる文化に理解をもっている。 

 自国文化と他の文化の違いを快く受け入れることができる。 

 文化の異なる人々と、様々な方法でコミュニケーションができる。 

 自国文化について相手に伝えることができる。 

 多様な文化や価値観を認識し、多様性を認め合うことができる。 

 

 

4. あなたの将来のキャリア展望についてお伺いします。 

 自分の適性や能力にあった仕事が何か理解している。 

 自分が就きたい仕事が明らかになっている。 

 自分が将来就きたい仕事のために、どのような能力が必要かを理解している。 

 国際的な仕事に関心を持っている。 



53222803笹井美月

【参加学生A】
事前 事後

1　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力 2.8 3.5
2　自己効力感 3.4 3.9
3　異文化意識 4.0 4.0
4　ｷｬﾘｱ展望 3.3 2.8
5　全体（平均） 3.4 3.5

2023年度　セメスター留学 参加前後における意識調査アンケート結果 
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